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流通とＳＣ・私の視点 

2019 年４月 16 日 
 

       昭和ニューファミリー・平成ニューファミリー・令和パーソンズ!! 

 

流通は 25 年サイクルで過去の延長線上ではない大変革が起こり、その要因の１つに世代の変遷がありま

す。戦後（1945 年以降）の日本の世代の変遷は次の通りです。 

世代の名称 

誕生時期 
ＳＣエイジ期

（25～39 歳）
アラウンド範囲 

2020 年現在 

の年齢 

（ ）内はコア年齢
全  体 コ  ア 

昭和ニューファミリー 
1945～1969 年 

（25 年間） 

1950～1954 年

（５年間） 

1970～1985 年

（15 年間） 
アラウンド団塊世代 

51 歳（66 歳）～

75 歳（70 歳） 

平成ニューファミリー 
1970～1994 年 

（25 年間） 

1975～1979 年

（５年間） 

1995～2010 年

（15 年間） 

アラウンド 

団塊ジュニア世代 26 歳（41 歳）～

50 歳（45 歳） ミレニアル世代 

（1980～1994 年生まれ） 
 

令和パーソンズ 

 

（もはや家族という 

概念が希薄化） 

1995～2019 年 

（25 年間） 

2000～2004 年

（５年間） 

2020～2035 年

（15 年間） 

Ｚ世代 

（1995～2010 年生まれ） 
 

１歳（16 歳）～

25 歳（20 歳） アラウンド 

21 世紀世代 

ＳＣエイジ層（ＳＣを一番利用する年齢層）は 25～39 歳までで、このＳＣエイジを基軸に昭和ニューファ

ミリー、平成ニューファミリー、令和パーソンズを設定します。昭和ニューファミリーは 1970～1995 年ま

でのＣＳＣ（ＧＭＳを核店とする中型ＳＣ）の中心客層となった世代で、平成ニューファミリーは 1995～

2020 年までのＲＳＣ（多核モール型の大型ＳＣ）の中心客層となりました。いずれもファミリーの形成期

（子供と親）で、多核モール型ＲＳＣは親子のファミリーショッピングやエンターテインメントショッピン

グにとってなくてはならないカスタマイズ化したＳＣです。2011 年からＲＳＣは飽和期（ほとんど全国的

に行き渡り、１つの固有マーケットの中に２ヶ所のＲＳＣが存在する時期）となり、モノ離れと飽和状態の

中でＳＣは多様化して行きます（マダガスカルのキツネ猿の多様化とパンダの竹の美味しい理論）。 

この中でミレニアル世代は生まれながらにスマホ＆インターネット時代であり、当然ながらＥコマース

（小売業はネットショッピング）が旺盛となり、ネットモール（サイバー空間でのショッピングセンター）

化が進み、リアルモールとネットモールが併存する時代になります。 

2020 年から始まる戦後３回目（流通の 25 年サイクル大変革説）の大変革は、我々が 1945 年から 25 年目

の 1970 年の第１次流通大変革や 1970 年から 25 年目の 1995 年の第２次流通大変革よりも、もっと劇的な

変化が起こることが想定され、第３次流通大変革の最終年度である 2045 年には全く異なった流通上の景色

を見ることになります。 
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（生活様式と消費心理編） 


